




【ヘルピーおでかけ隊】  （年間 4回 延べ参加者数 約 830 名） 

ヘルピー協働隊メンバーと連携し、地域、職域等で健康づくりのための啓発活動を 

実施しました。 

＜イベント等＞ 

◆6/5(日)「歯の健康まつり」104 人参加 

内容：ヘルピー普及啓発（こころ、栄養、たばこ、歯、がんなど）、感染症予防（手洗い

指導）、HIV 感染予防啓発  

◆8/23(火)「企業におけるロコモ調査」 101 人参加 

 内容：ヘルピー普及啓発（栄養、こころ、運動） 

◆9/18(日)「松阪市健康フェスティバル」 422 人参加 

 内容：ヘルピー普及啓発（栄養、こころ）、感染症（手洗い指導）・HIV・結核予防啓発  

◆10/6(木)「コープみえ商品・くらしの活動交流会」 200 人参加 

 内容：ヘルピー普及啓発（栄養、こころ） 

     

～イベントでの啓発の様子（松阪市健康フェスティバル）～ 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロコモティブシンドロームを予防し、健康寿命の延伸を！！ 

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）とは、骨、関節、筋肉などの運動器の働きが衰え

ると、暮らしの中の自立度が低下します。このような運動器の障害のために、要介護にな

る、あるいは要介護になる危険性の高い状態をいいます。 

日本整形外科学会が、運動器の障害による要介護の状態や、要介護リスクの高い状態を

あらわす新しい言葉として提唱しました。 

いつまでも自分の足で歩き続けていくために、運動器を長持ちさせ、ロコモを予防し、健康

寿命を延ばしていくことが必要です。 

しかし、ロコモティブシンドローム（運動器症候群）を認知している県民の割合は、平成23年

度県民健康意識調査の結果では、わずか17.2％でした。今後、ロコモティブシンドロームの

概念や、予防の大切さについて理解が得られるよう、積極的な啓発が必要です。 

 

 




